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研究成果の概要（和文）：病院勤務看護師を対象に、口腔アセスメント、歯科照会に関する態度、自信、実施状
況に関する調査から、看護師の患者への口腔アセスメント・歯科照会実施が十分に普及しておらず、看護師の口
腔アセスメントの実施と歯科照会実施が関連することが明らかになった。
看護系大学の口腔アセスメントの教育状況を調査した結果、口腔アセスメント教育時間は看護分野での大部分が
2時間未満、口腔アセスメントツール使用に関する教育は15％未満であった。
看護学生を対象とした口腔アセスメント教育の結果、口腔アセスメントに関する学生の態度や自信だけでなく、
口腔アセスメント能力、自己口腔アセスメント能力も向上した。

研究成果の概要（英文）： A survey of hospital-based nurses on their attitudes, confidence and 
implementation of oral assessment and dental referral showed that the performance of oral assessment
 and dental referral was not developed sufficiently in the hospital, and that nurses' implementation
 of oral assessment was associated with the implementation of dental referral. 
 A survey of oral assessment education in nursing schools showed that the majority of nursing fields
 had less than two hours of oral assessment education and less than 15% had education on the use of 
oral assessment tools. 
 Education on oral assessment for nursing students resulted in improved not only the students' 
attitudes and confidence regarding oral assessment but also their oral assessment abilities and 
self-oral assessment performance.

研究分野：多職種連携教育
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
病院看護師の口腔アセスメントの実施の改善のために、さらなる教育の必要があること、その改善により歯科照
会が促進され、看護・歯科の連携が促進され、連携システムの構築される可能性が示唆された。看護学生教育で
は、口腔アセスメントに関する教育が不十分であり、それが看護師の口腔アセスメントの実施が不十分であるこ
とに影響することが示唆された。また、看護学生を対象として口腔アセスメントに関する教育を実施し、口腔ア
セスメントの意識・認識・能力が改善されたことから、資格取得後、口腔アセスメント・歯科照会を積極的に実
施し、看護・歯科の連携が促進される可能性がある。その連携が国民の口腔保健の向上に繋がると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
口腔ケアにより、誤嚥性肺炎や人工呼吸関連肺炎（VAP）を予防し、加えて、口腔疾患予防や
口腔機能の維持が、認知症予防、寿命、および健康寿命に関連性があると報告されている 1,2)。
従って、フレイル予防、QOL の向上、および健康寿命の延伸のために、口腔機能管理を含めた歯
科医療サービスを国民に適切に提供する必要がある。 
しかしながら、歯科診療所に通院が困難な長期入院患者や要介護高齢者に対し、歯科医療サー
ビスの必要性判断や提供は困難である。厚生労働省の調査によると、2012 年の診療報酬改定に
おいて周術期の口腔機能管理加算が導入されたが、歯科標榜がない病院において口腔機能管理
を実施しているのは 6.7％のみであったとの報告がある。このことから、多くの入院患者や要介
護高齢者が必要な歯科医療サービスの提供を受けておらず、高齢化や高齢者の歯科疾患の増加
から鑑みて、この問題は将来さらに深刻になることが予測される。 
この問題の原因の 1つとして、日常のケアを実施している看護師や介護士が、口腔機能管理の
重要性を理解しておらず、歯科医療サービスの必要性の有無をアセスメントできないことがあ
げられる。看護教育では、口腔アセスメントは、口腔ケアと分離して教育されている。また、歯
科照会の必要性を判断する教育プログラムは看護教育にない。 
そこで、日常のケアを担当する看護師や介護士が口腔アセスメントを実施し、歯科照会の必要
性の有無を判定し、主治医等や施設管理者等と歯科照会について相談することは、「歯科医療従
事者」と「歯科医療サービスが必要な患者・要介護高齢者」を繋ぐ重要な架け橋になり、歯科・
看護・介護連携システムの構築になると考えられる。 
看護師や介護士等の他職種が口腔をアセスメントし、歯科受診必要性の有無を判定するツー
ルが開発されている 3,4)。しかしながら、病院・施設に勤務する看護師、介護士を対象とした研
究によると、51％の看護師、63％の介護士しか口腔アセスメントを実施しておらず、口腔アセス
メントツールを使用している者はわずか 5％未満であった 5,6)。 
 
２．研究の目的 
1）看護師・介護士による口腔アセスメント・口腔ケアの実施状況に加え、歯科照会の状況、そ
れらを実施する上での問題点を明らかにする。 
2）看護学生教育における口腔アセスメント教育の実態を調査し、問題点を明らかにする。 
3）新しく歯科照会の必要性判定を含めた口腔アセスメント教育プログラムを開発し、看護学生
の口腔アセスメントの意識、態度、および能力への効果を確認する。 
 
３．研究の方法 
1）2018 年 8月から 9月にかけて、福岡県内の 5つの病院に勤務する看護師を対象とし調査を実
施した。調査看護大学には、看護研究や看護学生の教育のために 28 の連携病院があり、その中
で、病棟数が多いという理由で 5つの総合病院（A、B、C、D、E）が選ばれた。また、A病院は歯
科診療科を持つ唯一の病院であったため、選ばれた。A病院は国立病院機構に加盟しており、中
堅都市の中心部に位置していた。B病院は市中病院であり、県庁所在地の中心部に位置していた。
C、D、E病院は、農村部に位置していた。A、B、C、D、E病院の病床数はそれぞれ 591、204、402、
182、181 であった。C病院の重症心身障害者病棟（160 床）に勤務する看護師は、その特殊な臨
床状況のため除外された。それ以外の看護師は本調査の対象となった。 
 質問票の項目は、看護職者が口腔アセスメントを行う際の実践、態度、自信を調査するために
使用された。本研究に先立ち、看護大学に勤務し、病院での勤務経験が 5 年以上ある看護師 10
名を対象に質問票の予備調査を行ったが、本研究の対象には含まれていない。収集した社会人口
統計学的情報は、性別、年齢層、看護師としての勤務経験期間（年数）、勤務先である。職場は、
a）周術期病棟、b）一般病棟、c）外来部門、d）その他の病棟（透析室、精神病棟、結核病棟、
感染症病棟を含む）の 4つに分類した。 
 口腔アセスメントと歯科紹介に関する質問は、口腔アセスメントツールに関する知識（2項目）、
口腔アセスメントと歯科紹介に関する意識（2 項目）、入院患者に対する口腔アセスメントの実
施（8項目）、入院患者に対する歯科紹介の実施（8項目）の 4項目から構成されている。口腔ア
セスメントツールの使用に関する看護師の知識を評価するため、日本国内で看護師が主に使用
している代表的な口腔アセスメントツール 2 種（OHAT（Oral Health Assessment Tool）、OAG
（Oral Assessment Guide））の使用方法を知っているかどうかを質問した。口腔アセスメントと
歯科紹介の実施に関する看護師の意識を評価するために、a)看護師は口腔ケアのために口腔ア
セスメントを行うべき、b)看護師は患者のために歯科紹介を行うべき、と感じるかどうかを質問
した。歯科紹介に対する考え方は、4段階評価（「強くそう思う」「ややそう思う」「ややそう思わ
ない」「強くそう思わない」）を使用した。入院患者に対する口腔アセスメントの実施状況を評価
するため、看護師は、アセスメントカテゴリーごとに、口腔アセスメントを実施した入院患者の
割合を尋ねられた。評価項目は、OHAT に基づいて定義され、以下の通りである： a）口唇（腫
脹、出血、潰瘍）、b）舌および舌苔、c）歯肉および口腔粘膜（腫脹、出血、潰瘍）、d）唾液（質
および量）、e）現存歯（う蝕または歯の破折）、f）可撤式義歯（破損部分）、g）口腔内の清潔さ
（食物残渣、歯石、歯垢）、h）口腔痛（痛みの言語および/または非言語サイン）。非口腔専門家



（看護師）による OHAT の口腔カテゴリーの検査は、以前の研究で有効かつ信頼できることが示
されている[9]。その割合は、3つのカテゴリー（「10％以下」、「11～49％」、「50％以上」）に分け
られた。患者への歯科紹介の実施を評価するため、看護師は、各評価項目（口唇・舌・舌苔、歯
肉・口腔粘膜、唾液、残存歯、可撤式義歯、口腔清掃、口腔疼痛）において、前 3カ月以内に歯
科受診を勧めた入院患者の人数を尋ねた。評価ツールの使用方法に関する知識、口腔アセスメン
トと歯科紹介に対する考え方、入院患者に対する口腔アセスメントの実施状況、入院患者に対す
る歯科紹介の実施状況について、病棟・病院間の差異をカイ二乗検定で検討した。ロジスティッ
ク回帰分析を用いて、その歯科紹介の実施に関連する因子を特定した。従属変数は、各評価項目
における「看護師の過去 3ヶ月以内の入院患者への歯科紹介実施」とし、2変数（看護師が過去
3ヶ月以内に複数の入院患者に歯科受診を勧めた＝1、決して勧めない＝0）に分けた。独立変数
は、性別、年齢層、看護師としての勤務経験期間、病棟、病院、口腔アセスメントと歯科紹介に
関する知識・態度、各評価項目における口腔アセスメント実施とした。 
 
2）2022 年 5月 11 日から 7月 10 日にかけて、看護学士課程を有する 4年制看護大学の基礎・成
人・老年・在宅看護分野の口腔ケア教育担当教員を対象に、自記式質問紙による全国横断調査を
実施した。これらの分野は、看護学生に成人・高齢患者の口腔アセスメントや健康管理の方法を
教えることが重要な分野と考えられるため、対象として選択された。質問票 4部、返信用封筒 4
枚を 4年制看護大学長全員に郵送した。4年制看護大学の学長には、質問紙用紙 4部と返信用封
筒 4枚を郵送し、4つの看護分野の各長に質問紙用紙を送付するよう依頼した。その際、口腔ケ
ア評価・教育担当の教員（以下、口腔ケア教育担当者）がいるかどうかを尋ねた。教育担当者が
いる場合は、教育担当者に質問紙に回答してもらい、添付の返信用封筒で返送してもらった。教
育担当者がいない場合は、「私の分野には口腔ケア教育を担当者はいない」を選択し、同封の返
信用封筒に記入せずに返送してもらった。 
質問票は，看護学生の口腔ケアに関する知識，態度，自信に対する多職種による口腔ケア教育
の効果を評価するために使用された既存の質問票を利用した。さらに，看護大学と歯学部に勤務
する歯科医師 2名にも質問票の内容を確認した。各領域の Cronbach alpha 値は 0.639 から 0.760
の範囲であった。質問項目は、口腔ケア教育としての実務経験年数，口腔アセスメント教育，講
義での口腔ケア教育，口腔ケア教育実習，口腔ケア教育人材に分けられた。それぞれ看護分野で
の口腔アセスメント教育に何時間費やしたか、口腔アセスメントツールの使用状況を評価した。
口腔アセスメントの実施の違いを比較するために、カイ二乗検定を使用した。 
 
3）某看護大学 1 年生 112 人を対象に 2018 年 5 月に歯科医師による 1.5 時間の口腔アセスメン
ト講義および口腔セルフチェックの演習、同年 10月に歯科および看護教職員による 1時間の口
腔アセスメント相互実習を実施した。口腔アセスメントに関する意識・自信・セルフ実施状況の
変化を確認するための質問紙調査、および、口腔アセスメント能力を評価するためのテストをプ
ログラム前後に実施した。テストは口腔画像 8 枚を液晶プロジェクターで 30 秒ずつ投影し、8
項目のカテゴリー、歯科受診必要性の有無を判定させた。意識・自信に関する質問項目の回答肢
はスコア化(1～5 点)を行い、テストでは 8 項目のカテゴリースコア、受診の有無が歯科医師の
判定と一致した場合加点とし、その合計点(0～9 点)を算出した。プログラム前後の点数を
Wilcoxon の符号付順位検定により比較し、プログラム前後の 1 週間のセルフア実施回数の分布
をカイ二乗検定により比較した。 
 
４．研究成果 
1）合計 757 名（82.4％）の看護師（男性 82名、女性 675 名）の回答が得られた。口腔アセスメ
ント 8 項目のそれぞれについて、16.2～41.2％の看護師が入院患者の 50％以上に口腔アセスメ
ントを実施し（図 1）、20.3～29.9％が過去 3 ヶ月以内に複数の入院患者に歯科受診を勧めたこ
とがあった（図 2）。 

 

口腔内評価の実施と周術期病棟では，口腔内疼痛を除くすべての評価カテゴリーにおいて，
歯科紹介の実施と有意に関連していた（P＜0.05）．B病院は，歯肉・口腔粘膜，在歯，取り外し



可能な義歯，口腔内の清潔さ，口腔内の痛みなど，多くの評価項目での実施と関連する負の独立
変数であった（P＜0.05）．看護師の OAG の使用に関する知識は、舌と舌苔の実施と有意に関連し
（P = 0.017）、看護師の OHAT の使用に関する知識は、可撤式義歯の実施と有意に関連した（P = 
0.023）。また、年齢層、性別、病院 Cなどの他の変数も、実施と有意に関連していた（P<0.05）。 
口腔アセスメントの実施と歯科紹介は，病院内で十分に展開されていなかった。このため、
口腔保健医療従事者は、看護師による歯科紹介を促進するために、アセスメントツールの使用を
含む看護師への口腔アセスメント教育を支援する必要がある。本結果は、看護師による歯科紹介
の推進と、口腔保健医療従事者による入院患者の口腔ケアに寄与するものと考えられる。 
 
2）アンケート用紙は 311 枚（26％）返送され、
そのうち 196 枚（63％）は口腔ケア教育担当
者が記入した。看護分野において、口腔アセ
スメント教育に何時間費やしているかという
質問に対して、"なし "が 5.1%、"1 時間未満
（なし以外）"が35.2%、"1～2時間 "が31.1%、
残りの "2 時間以上 "が 28.5%であった。回
答者のうち、口腔アセスメントツールの使用
法を教えているのは 24.5％、口腔アセスメン
トツール（OHAT）の使用法を教えているのは
14.3％、改訂版口腔アセスメントガイド
（ROAG）を含む口腔アセスメントガイド（OAG）
の使用法を教えているのは 12.8％に留まりました。OAG の使用方法については、看護分野間で大
きな違いが見られた。 
本研究により、日本の看護大学における口腔アセスメントと健康管理教育に関連する問題が
明らかになった。そのためには、口腔ケア専門職によるサポートが必要である。 
 
3）101 人(90.2%)が全てのプログラム、調査に参加し、88.3％が女性、96.4％が 20 歳未満であ
った。口腔アセスメントに関する意識では 8項目（表 2）、自信では全ての項目（表 3）に有意に
改善が認められた。 

 

アセスメント能力テストでは、実施前の 6.8 点から実施後 7.9 点まで有意に増加した(表 4、P
＜0.001)。セルフ実施状況では、毎日自分の口腔アセスメントを実施すると回答した者の割合が、
実施前 15.8％から実施後 32.7％に増加した(表 5、P＜0.001)。 

 

 

以上の結果から、今回導入した歯科・看護共同実施による口腔アセスメント教育プログラムは、
看護学生の口腔アセスメントに関する意識・自信・能力・セルフ実施を改善することができた。
教育を受けた看護学生は資格取得後、口腔アセスメント・歯科照会を積極的に実施し、看護・歯
科の連携が促進される可能性がある。その連携が国民の口腔保健の向上に繋がると考えられる。 
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